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（タイの環境水より分離された腸内細菌科細菌の分子性状解析） 

 

 

 薬剤耐性菌の蔓延は人類の健康に深刻な脅威をもたらすものとして世界中で大

きな問題となっている。薬剤耐性菌、ならびに薬剤耐性関連遺伝子は、人、動物、

環境間で伝播することがよく知られている。しかしながら、その調査・研究が十分

に為されているのは主として人および動物に由来するものであり、環境由来の薬剤

耐性菌、ならびに薬剤耐性関連遺伝子に関する情報は非常に限られているのが現状

である。環境中での薬剤耐性菌、ならびに薬剤耐性関連遺伝子の拡散を抑制するた

めには、薬剤耐性菌のモニタリングと適切な対策が必要である。本研究では、タイ

の都市部と農村部において水圏環境中に存在する薬剤耐性菌、並びに薬剤耐性関連

遺伝子の疫学調査を行った。 

 第一章において、角田梨紗氏は、タイの水圏環境検体より培養法で薬剤耐性大腸

菌群とエロモナス属菌を分離し、その薬剤感受性試験を実施して、対象の地域や採

取施設によって耐性度合や耐性薬剤の種類に明確な違いがあることを明らかにし

た。豚農場排水の比較では、トラン県よりもラチャブリ県において薬剤耐性菌が多

く分離される傾向にあることを明らかにすると共に、バンコクの都市部に流れる水

路において、トラン県の農村部の河川よりも薬剤耐性菌検出の割合が高いことを示



した。これらのことから、角田氏は、薬剤耐性菌が多く分離された場所では、人や

動物に抗菌薬が使用され、その後に環境中へ排出される抗菌薬の量が多く、環境水

中の細菌が選択圧の影響を受けて耐性を獲得し、耐性菌が高頻度に出現しているも

のと推測した。また、角田氏は、バイオガスプラント処理が薬剤耐性菌出現に及ぼ

す影響についても解析し、バイオガスプラント処理が、豚農場排水の薬剤耐性菌の

割合を低下させるための有効な手段であると結論づけた。 

 第二章において、角田梨紗氏は、タイの水圏環境中で薬剤耐性関連遺伝子の伝播

にプラスミドが果たす役割について明らかにした。角田氏は、PCR、S1 Nuclease 

Mapping 等の手法を駆使して、タイの水圏環境中から分離した腸内細菌科細菌にお

ける薬剤耐性関連遺伝子の有無を確認した。その結果、薬剤耐性関連遺伝子群の中

でβラクタマーゼ遺伝子とテトラサイクリン耐性関連遺伝子が IncFrepB プラスミ

ド上に共存し、同プラスミドを保持する細菌が高頻度に豚農場排水中に存在してい

ることを明らかにした。これは、薬剤耐性関連遺伝子を保有する IncFrepB プラス

ミドの伝播により薬剤耐性関連遺伝子が豚農場で拡散している可能性を示すもの

であった。タイの水圏環境中からの IncFrepB プラスミドの検出は当該研究が最初

であり、重要な発見となった。角田氏は、本研究の結果より、水圏環境中の薬剤耐

性関連遺伝子の拡散・伝播を防ぐためには、IncFrepBプラスミドのさらなる解析が

必要であると結論づけた。 

 本研究は、タイの水圏環境中において、人的活動の影響によって薬剤耐性菌が発

生し、環境中でプラスミドを介して伝播している可能性を示したものである。また、

薬剤耐性菌および薬剤耐性関連遺伝子の伝播に関与する環境水の役割についての

今後の疫学調査やモニタリングに有用な知見を提供するものであった。よって、審

査委員一同は、上記学位論文提出者 角田 梨紗 氏の学位論文は、北海道大学大学院国際

感染症学院規程第10条の規定による本学院の行う学位論文の審査等に合格と認めた。 


